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溶融炉心冷却を促進する低粘性化材の開発と関連する評価技術の開発に向け，本研究では，溶融炉心お

よび低粘性化材の混合物の拡がり挙動の予測に必要となる物性予測技術の開発を行った。 
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1. 緒言 

溶融炉心および低粘性化材の混合物の拡がり挙動を予測するためには，事象の進展に伴い温度や組成が

変化した場合の溶融物質の物性が必要となる。そこで，拡がり挙動に大きく影響する，粘度，表面張力，

密度，固相線・液相線温度などの熱力学特性について予測技術の構築を行った。 

2. 溶融炉心・低粘性化材混合物の物性予測   

2-1. 予測手法 

溶融物質の液相粘度は，FactSage ®で推定した所定温度での液相組成をもとに，イオン間引力で補正した

Andrade の式などを用いて推定した。表面張力の推定には，多成分系溶融塩の表面張力に対する Tanaka の

モデルを適用した。密度は，必要精度を勘案して各成分のモル加重平均で算出した。固相線・液相線温度

などの熱力学特性は，熱力学計算ソフト FactSage ®で NUCLEA データベースを用いて推算した。 

2-2. 結果 

粘度以外の各物性値の予測精度は，溶融炉心と低粘性化材の混

合物のモデル物質（低粘性化材混合率 0～80%）による実測値との

比較により検証した。固相線・液相線温度，密度は±20%以下，表

面張力は±50%以下の精度で予測可能であった。また，液相粘度は， 

UO2, ZrO2, Fe2O3とその混合物からなる複数の物質の粘度を，単一

のモデル式で±50%の精度で予測可能であった。いずれも拡がり挙

動予測に十分な精度を得られた。 

3. 結論 

溶融炉心および低粘性化材の混合物の拡がり挙動の予測に必要

となる物性モデルの開発を行った。 
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